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の他の要因によって子供の性比の偏りを説明しようとする研究がいくつかあるものの、いずれも十分説得力のあるも とはいえない。例えば、 「Ｂ型肝炎に感染してる母親から生まれ 子供は、男児である確率がより高い」という仮説を検証することで、 の罹患率と子供の男女比の因果関係を実証的に示した研究がある（参考文献③） 。しかし、より詳細な




に少ないのは、女性に対する差別が社会に深く根ざしているためであるという点については多くの研究者の間で見解が一致し いる。より具体的には、 （十分な栄養が与えられないとか 病気になっても積極的に治療が施され とう意味での）ネグレクトや嬰児殺しによる女児の死亡率の上昇 超音波診断などの性選択的技術を用いた中絶 出生 低下という二つの要因によって、子供の性比が歪められていると繰り
返し指摘されている。特に、性選択的技術へのアクセスが容易になってきたことが、子供の性比が低下し続けている最大の理由なのではないかとの見方が強い（写真を参照） 。　
このような背景から、インドに















































































































































































































































































































































 村山真弓［二〇〇九］ 「インドにおける性比問題：文献レビュー」平島成望・小田尚也編「包括的成長へのアプローチ：インドの挑戦 アジア経済研究所（
h
ttp
://w
w
w
.id
e
.g
o
.jp
/
Japan
ese/P
ublish
/D
ow
n
load/
R
eport/pd
f/2
0
0
8
_0
1
0
6
_ch
7
.
pdf ） 。
バス停の背後に掲げられている、女児の中絶を止めるよう呼びか
ける州政府の広告（2013年2月、デリー市内で筆者撮影）
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